公益社団法人 山形青年会議所
２０１４年度 第６回役員候補者会議 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年 １２月０４日（金）

１９：００～２２：３０
◆ 場　所 ：山形青年会議所　会議室　
　
1. 開  会                                                     遠藤専務理事候補者
1. ＪＣＩ　Ｃｒｅｅｄ唱和                                     井上本部長候補者
1. ＪＣＩ　Ｍｉｓｓｉｏｎ並びにＶｉｓｉｏｎ唱和               黒沼委員長候補者
1. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                            　 吉田委員長候補者
1. 東北ＪＣ宣言文唱和						近藤委員長候補者
1. 出席者の確認（敬称略）                                     岩田事務局長候補者

理事長候補者                齊　藤　秀　昭
直前理事長候補者            井　上　周　士 (公欠)
実行委員長候補者            齋　藤　秀　和
副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              佐　藤　貴　博
副理事長候補者              鈴　木　辰太郎
副理事長候補者              横　山　隆　太
専務理事候補者              遠　藤　智　大
監事候補者                  中　村　正　利
監事候補者                  三　沢　慶　洋(遅参)
特別委員長候補者            鈴　木　　　力(欠席)
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              長　瀬　洋　一
常任理事候補者              武　田　靖　裕(欠席)
常任理事候補者              會　田　智　弘
常任理事候補者              長谷川　吉之介(遅参)
常任理事候補者              荒　井　要　雄
常任理事候補者              舟　山　力　也
本部長候補者                髙　野　秀　哉
本部長候補者                井　上　智　博
委員長候補者                近　藤　英　雄(遅参)
委員長候補者                安孫子　直　樹
委員長候補者                河　又　勇　人
委員長候補者                黒　澤　利　道
委員長候補者                吉　田　栄　寛
委員長候補者                黒　沼　望
事務局長候補者              岩　田　雄　治

＜オブザーバー＞
財政審査チーム　　　　　　　井　上　哲　寿
会務セクレタリー候補者      奥　山　竜　士
会務セクレタリー候補者　　　小　泉　貴　靖
会務セクレタリー候補者　　　髙　橋　将　史

７．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩田事務局長候補者
公益社団法人山形青年会議所定款第５条・第３２条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本会は成立。

８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           　齊藤理事長候補者
議事録署名人は齊藤理事長候補者・中村監事候補者・三澤監事候補者の３名
議事録作成人は会務セクレタリー

９．前回議事録の承認				　　　齊藤理事長候補者
第３回役員候補者会議の議事録をリンクしているので確認する。修正等あれば本会終了後までに事務局まで知らせる。本会を終了後自動承認とする。
	
１０．理事長候補者挨拶　			　　　齊藤理事長候補者

皆さまおばんでございます。まずは第６回の２０１４年度に向けた役員候補者会議にお集まりいただき誠にありがとうございます。非常に多くの方に最後の開催にお集まりいただき感謝しております。一昨日・昨日と日本青年会議所からＪＣＩ関係委員会、国際会議支援委員会の皆さまが来県し、現地調査ということで山形青年会議所ＣＯＣということでみなさんと一緒に回らせていただきました。委員長両名から「このようなおもてなしを頂いて我々は逆に戸惑っております。」という話をいただきました。山形青年会議所がＡＳＰＡＣに向けて進んでいるＣＯＣが日本青年会議所のみなさんにあれだけの手厚いおもてなしをしたことによって、彼らは日本青年会議所の理事同士において、山形青年会議所がＡＳＰＡＣに向けて確実に邁進しているということを報告するであろうと思っております。報告とは言っても理事会でということではなく、担当の常任理事や副会頭を通じて会頭までしっかりと山形青年会議所の現状を報告頂けると思っています。まずはそのような中でＡＳＰＡＣに向けて山形青年会議所ＣＯＣとして歩みを進めているわけですが、我々は山形青年会議所２０１４年のＬＯＭの理事メンバーであります。しっかり委員会メンバーを牽引していただいて来年の１２月３１日までどのように過ごすかということを考え、２０１５年・１６年と先を見据えてしっかりとみなさんで手を取り合いながら歩んでいきたいと思っています。ＣＯＣ・ＬＯＭいろんなところで連携をしながら進んでいかなければならない部分があり、若干活動が厳しい方も中にはいらっしゃるかもしれませんが、仲間内で声を掛け合いながら引きあげていって、委員会活動・ＣＯＣ活動に足を入れていただき、来年予定している１２８のスタートを全員ではじめの一歩を歩めるようにこの１２月を有意義に過ごしていきたいと思っています。まずは本日、ラストの役員候補者会議となりますので長時間になりますがしっかりと議論し、より良い２０１４年度のスタートへ向かっていきたいと思います。以上宜しくお願いします。


１１．直前理事長候補者挨拶 　　　　　　　　　　　　　 井上直前理事長候補者

公欠のため割愛

１２．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　黒沼委員長候補者
確認事項その他含め３件、討議事項その他含め５件、審議事項その他含め５件、協議事項その他含め１８件、報告以来事項その他含め３件

１３．議事の採尺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤理事長候補者
全員賛成の為、本議題について進める。
（以下、『候補者』表記を割愛）
１４．  確認事項
確－０１		理事長所信ｖｅｒ２１（案）について　事務局
前回より変更なし。変更点あれば事務局まで。

確－０２		メンバー数について　　　　　　　　　事務局
前回の２０１３年度の理事会にて人数の変動あり。各自確認。

確－０３		２０１４年度議案フォームについて	事務局
添付資料のフォーマットにて来年１月から使用。

確－０４		その他
－削除

１５．  討議事項　	遠藤専務理事

討－０１　山形ＪＣ活動の取材・記録管理（案）に関する件　　広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
前回の会議にてご意見いただいたとおり、メンバーブログを取りやめ。そのかわりＦａｃｅｂｏｏｋを活用しメンバー全員でアップされた写真を確認、アップする人に写真を提供する。各委員会の担当者を決め担当事業の写真を撮影するが、各大会事業の担当者と前もって打ち合わせをして写真の撮影及び提供をお願いしていく。写真の管理はＨＰの「活動アルバム」に毎月定期的にアップすることによりメンバーの方にも活用できるような流れを作成したい。写真の取り扱いについても個人情報等ＬＩＮＥで確認する。

鈴木副理事長【質問】
ＤＶＤ作成の予算は使わないということで良いか。

黒澤委員長【回答】
予算がないということなので活動アルバムを活用させて頂きたい。

鈴木副理事長【質問】
２０１４年度の軌跡データ保管としてはどのような方法をとるのか。

荒井常任理事【回答】
過去５年間に関してＤＶＤとしての保管は事務局にはなかった。昨年度も予算はゼロだった。とりあえずデータは委員会で保管し、ＤＶＤ作成の場合は事務局で予算をあげてもらい事務局へデータを移す。という方法ではどうか。

鈴木副理事長【意見】
ＡＳＰＡＣや６０周年を迎える大事な年度なので、今後必ず参考にしたいはず。そのときのためにきちんと残す方法をとってほしい。

今後の流れの表記について　
山形青年会議所シニアメンバー→山形青年会議所シニアクラブ
山形青年会議所現役メンバー→山形青年会議所メンバー
統一願う。

討－０２　各種大会・対外事業の渉外活動（案）承認に関する件　　　広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
資料配布１年間スケジュールを添付。スケジュール配布の際、委員長・委員会監事にご案内の連絡をし参加促進協力のお願いをする。

今回資料間に合わなかったが、各種大会スケジュールについて３月ＡＳＰＡＣセネターゴルフは３月２３～２５日と聞いている。
先日ご意見いただいた星取表の担当についても委員会内で担当を決めて取り扱う。

安藤副理事長【意見】
国際アカデミーの日程も参考資料の日本青年会議所の資料に載っているので分かる範囲で載せていってほしい。

鈴木副理事長【意見】
総務・事務局と連携しながらＨＰのカレンダーにも載せて、参加促進に向けてやってほしい。期待している。

討－０３　京都会議の参加促進（案）に関する件　　広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
出向者に対する支援について、出向者の顔が見えるようなお願いをさせていただきたい。各種セミナーについて、分かり次第各委員長に渡したい。参加促進のお願いの文章に移動手段とだいたいの予算を表記している。より多くの方に参加してもらえるよう色々な手段を考え配信する予定。

高野本部長【意見】
案内を発送する段階で、すでにフライトの手配を取っている方もいると思うので今現状の参加状況も載せたら良いのでは。

井上本部長【意見】
出向者への支援の中で、京都会議に限らずＬＯＭの集合写真を撮る際に出向者への配慮がほしい。またＬＯＭナイトの情報も出向者にきちんと伝えてほしい。委員会等でも出向者の紹介をしてほしい。

討―０４　　　　２０１４年度名刺（案）に関する件　　事務局
岩田事務局長【補足】
前回の指摘を受けグループ名・出向先の表記、副実行委員長の英文の肩書を確認した。ＡＳＰＡＣのＨＰのＵＲＬが新しくなるということで記載箇所を示した。

鈴木副理事長【質問】
ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の後について、役が就かないメンバーに関してはどのような表記になるのか。

岩田事務局長【回答】
部会名が入る。

鈴木副理事長【意見】
部会名では長い。それよりも何の担当か、という問い合わせ先として分かるような表記が必要なのではないか。検討してほしい。

會田常任理事【意見】
スペースがあれば会社名の他に業種を入れてほしい。

安孫子委員長【意見】
表紙の表部分、肩書がたくさんあるので情報量をまとめた状態で表記し、また表記書体も統一してスッキリさせるように構成を考えたらいいのではないか。配布までに今回の指摘部分を反映させたものを作って、より見やすいようにするのが可能かどうか見たい。

討－０５	２０１４年度年賀状発送（案）について　　事務局	
岩田事務局長【補足】
添付構成資料を見て写真差し替え等あったら一報ほしい。発送先リストに関しても確認願う。

中村監事【意見・質問】
中身に関しては良く精査してほしい。抜けているところ等まだある。
ＬＯＭ外の発送リストの件、ＡＳＰＡＣ当該年なのでこのままで良いのか。例えば東北地区全てのＬＯＭに発送するとかしないのか。また挨拶文の中にもそういったことを盛り込むとかご一考願う。

安孫子委員長【意見】
組織図の中で当委員会に「白壁源一君」という方が入っているが私自身知らない。いつの時点で入ったのか教えてほしい。

安藤副理事長【意見】
井上直前から線が出ているが、齊藤理事長から出るので修正してほしい。

遠藤専務理事【補足】
後日、名刺・年賀状共に精査した上で再構成のものをメールにて配信する。


討－０６	その他
－削除

１６．　審議事項　　　　　　　　齊藤理事長

審－０１　委員会事業計画（案）承認に関する件
・国際関係委員会
近藤委員長【補足】
ご意見いただきましたところを赤字にて修正しております。
また、「あがらっしゃいの精神」などご指摘いただきました点は
私として踏み込みたいと思っておりますので、構築したうえで
上程させていただきます。

長瀬常任【補足】
外側からの支援としても、山形県外や海外への飛行機運用など様々出てきている。
しっかり国際化にむけて取り組みたいと思う。

安藤副理事長【補足】
この方針の中で頑張っていきますので、審議の程よろしくお願いしたい。

鈴木副理事長【意見・質問】
ここまで１年間を描いて持ってきてくれた、文章として明確にし頑張ってくれたなと思う。
ＣＯＣの連絡調整といった事業に対してズレもありますが、この意気込みをもってやっていくんだということだと思うが、理事会における上程であるとか、意識だけは忘れずにやってい頂きたい。３行目９９年全国大会「誘致」ではなく「招致」が正確な単語だと思います。誘致は永続的な施設などを指すと思います。招致は大会開催など区別されていますので、そこを検討頂ければと思います。

近藤委員長【回答】
誘致を招致に変更し、再度上程とさせて頂く。

中村監事【意見・質問】
「記念(アニバーサリー)」について再考していただきたいと前回指摘させていただいたがそのままになっている。その思いを教え頂きたい。

近藤委員長【回答】
アニバーサリーという考え方ではなく９９年全国大会、００年に国際アカデミーという経緯があって「記念」という言葉を使用した。

長瀬常任理事【補足】
記念は「歴史的な」という意味合い、震災などを経験した東北が日本の中でも伝説となるような大会となるよう「記念」としてとらえている。

中村監事【意見・質問】
意味合いとしてはわかったが、長瀬常任の説明からあったような文章にならなかったのか。

安藤副理事長【補足】
予定者の場でも「アニバーサリー」という言葉がでてきたのも記憶していますが記念＝アニバーサリーというお祝い的な形式ではなくこの先無いかもしれないような大きなことをやるんだという思いをこめて「記念」という言葉を使用した。

鈴木副理事長【意見・質問】
上程時期についてだが、ＡＳＰＡＣが終了した時点で決算が出されるべきで、けつの部分だけしっかりして頂きたい。審議月くらいは明確にしておくべきではないか。

安藤副理事長【回答】
正副での修正も含めて、一括で統一表記に変更したい。今頂いた内容も含めて、しっかりと修正させて頂きたい。

遠藤専務理事【補足】
各委員会のエクセルシートについて、ワードの審議を終えてから一括でエクセルシートを修正します。

佐藤副理事長【意見・質問】
エクセルシートの整合性の部分でＡＳＰＡＣ決起集会、エクセルではＡＳＰＡＣ総決起集会となっている。統一してはいかがか。

近藤委員長【回答】
決起集会で統一する。

河又委員長【補足】
言葉遣いがわからないというご指摘を頂いたのでその点について多々変更はありますが、大枠に変更はない。

長谷川常任理事【補足】
表現含めて真摯に向き合った結果、赤字修正が多いですがよろしくお願いします。

鈴木副理事長【意見・質問】
わかりやすいですが８００字の要件を満たしていない。アドバイスとして、８行目の「ために」の前に「、」をいれてどこかを抜く。１９行目「向上させながら」にして句点を２つ置くなど一文字も妥協なくもう一度考えて頂ければと思う。

佐藤副理事長【回答】
今頂きました意見を反映し広報渉外の上程あと再度上程願いたい。

三沢監事【意見・質問】
７行目「迎い入れ」ではなく「迎え入れ」だと思う。

・広報渉外委員会
黒澤委員長【補足】
再度向かい合い作成しました。

荒井常任理事【補足】
背景を特に改めて見つめなおし提出したい。この事業方針で行きますのでお願いしたい。

與田特別委員長【意見・質問】
前回よりもさらにブラッシュアップされていい文章になったと思う。この文章を元に委員会をひっぱって頂ければと思う。

鈴木副理事長【意見・質問】
一段落目に書く背景ではないことは理解して頂きたい。本来であれば、「創出し」などは取組に書くことです。
背景を書くべきなのに取組が記載されている。歴史を振り返り現状を見つめるのは取組である。
また、質問となるが「私たちの思いを大切に、」の私たちとは誰か。

荒井常任理事【回答】
山形ＪＣメンバーである。

齊藤理事長
修正点のみ上程とさせていただき審議を取る。

・国際関係委員会
近藤委員長【補足】
誘致を招致とし、改めて審議上程させて頂きたい。

齊藤理事長
全員賛成の為、可決承認。

・会員拡大委員会
河又委員長【補足】
７行目「迎え入れ」に変更、８行目の「ために」の後に句読点を入れ１０行目の「未来永劫歩む私たちが、」の句読点を削除。１９行目「させ」のあとに「ながら」をいれ句読点を削除。「使命感を～もつ」に変更し審議上程とさせて頂きたい。

鈴木副理事長【意見・質問】
委員会では「友」、常任では「仲間」となっておりますのでここの歩みを寄せていくべきではないか。

長谷川常任【回答】
「多くの仲間」を「友」で変更させて頂く。

齊藤理事長
全員賛成の為、可決承認とさせて頂く。

・広報渉外委員会
齊藤理事長
全員賛成の為、可決承認とさせて頂く。

・委員会事業計画エクセルシート
遠藤専務理事【補足】
対象者の順番、表記の問題、上程時期など精査した。修正点については赤字になっている。
主務員について、新入会員を張り付けている委員会があるが正副の認識では推奨できないが、委員会として責任を持って主務員のあるべき姿を指導すれば問題ないと統一見解している。アワードに関する事項について、「日本ＪＣアワードの申請」と変更させて頂く。シニアクラブについては「山形ＪＣシニアクラブ」とする。
対象者の順序については、市民、関係者、サポーター、ＪＣ・ＪＣ来賓・ＪＣシニアクラブメンバー等ＪＣメンバーを最後に持っていく。ＬＯＭ内広報誌は現在ない。ＬＯＭ内ブースとしては国内・国外の記載をしＬＯＭランチョン、ＬＯＭナイトにしましてはＬＯＭ内交流の設定する。新入委員会の名前が張り付いている広報渉外と総務から変更点がありましたらお願いしたい。

黒澤委員長【補足】
奥山委員から佐藤義之委員に変更
清野委員から井上明久委員に変更
竹永委員から原田大輔委員に変更
大沼委員から小林伸太郎委員に変更とする。

黒沼委員長【補足】
ＪＣレポート制作について
武田委員から石山委員
大場委員から小関委員
武田委員から齊藤委員に変更とする。

河又委員長【補足】
玉井委員から鈴木委員
例会上程時期について
協議２０１３年１１月１２月、審議が１月でお願いしたい。

齊藤理事長
本来であれば各委員会ごと、このエクセルシートを利用してすべての委員会の承認を行うが、今回は異例として事務局として最終的なご意見ご質問あるか。

鈴木副理事長【意見・質問】
国際関係について、実施時期についてＡＳＰＡＣ開催報告書作成１１月とあるが１１月に作成と読み取れる。報告書作成は準備期間が長いと思いますがどうやって審議を行い、報告するのか不安を覚えますので再調整頂ければと思う。また、海外シスターＪＣについても実施時期は案件としては１１月だけではないと思う。


安藤副理事長【回答】
海外シスターＪＣについては、さきほどの正副の中で「随時」となりましたので随時に変更する。報告書作成については、開催後に作成をはじめ最終的な形を正解会議の内義で提出ということで予定している。ＪＣＩに報告書を提出した段階で完了と考えていたため１１月と記載している。

鈴木副理事長
ＡＳＰＡＣ開催報告書はＪＣＩに求められたものとＬＯＭの記録として対外に出せる資料もある。このイメージも大事だと思う。今はＪＣＩしか向いていませんので、そこまで踏まえると実際に９月まで出来上がっていなければならないのですが何を協議しなにを審議するのか。１１月まで作ることだけを考えているのであれば、そういう意味合いで進めるのであれば危険です。

安藤副理事長【回答】
３月、４月協議の５月審議という形で修正をさせて頂く。実施時期については６月から１１月でお願いしたい。
対象者はＪＣＩとＪＣメンバー。報告については１２月ということでお願いしたい。

審－０２		新入会員の募集（案）承認に関する件　　　　　　　　　会員拡大委員会
河又委員長【補足】
拡大の実施日の変更がある。例会の３０分前に幹事を拡大担当とし情報収集を行う。

佐藤副理事長【補足】
チラシは誤字等があるのでチラシに関しては次回審議とさせて頂けるか。

齊藤理事長【回答】
チラシについては１月審議とする。

三沢監事【意見】
パンフレットも確認したところ誤字脱字があるのでこちらについても審議を伸ばしてはいかがか。

佐藤副理事長【回答】
こちらも精査するので次回審議とさせて頂けるか。

舟山常任理事【意見】
拡大シミュレーションについて１月スタートが１３３名となっているがこれであっているのか。

遠藤専務理事【回答】
休会者を含めない場合１３３名含める場合は１２９名となる。後者でスタートするので１２９名に変更。

鈴木副理事長【質問・意見】
パンフレットをいつ発行するのかが重要だが他は１月過ぎでも大丈夫なのでパンフレットがどの程度余っているのか。またパンフレットを多めにいつも印刷して数年使っているので単価を下げるためにも部数を増やしてはどうか。

河又委員長 【回答】
現状パンフレットは残っていない状況です。

鈴木副理事長【意見】
事務局でも予算を確認し事業計画をすべて遅らせてすべての審議を一月にしてはどうか。

河又委員長【回答】
募集は早急に進めていきたいので新入会員の募集を始めるということで審議を頂ければ。パンフレットとチラシを抜いた状態で審議頂ければ。予算も次回出させていただく。

佐藤副理事長【補足】
予算について枚数の部分とあるが来年度はＡＳＰＡＣの文字が抜けるため今年度のパンフレットとチラシを作成したい。

鈴木副理事長【意見】
本来であれば不変なパンフレットを作成します。予算を抑えながらも作成しなければなりません。毎回４００部で効率が良いのか。

佐藤副理事長【回答】
パンフレットについては１２年からＬＯＭ数を入れている状況から毎年作成している。普遍的なものを作成することで予算的な削減を来年引き継いでいきたい。

遠藤専務理事【補足】
財政チームから特にコメントはありません。

齊藤理事長【意見】
部分審議となりますが採択をする。會田常任と武田常任は業者が関与するため権利はない。

河又委員長【意見】
パンフレット・チラシを審議対象から外し上程する。

齊藤理事長【意見】
全員賛成となるので可決採択とする。

審－０３	　仮会員セミナーの実施（案）承認に関する件　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【意見】
対外・対内を考慮し記載した。理事会の日程が変更。６月１９日の第７回の仮会員セミナーには細川先輩にお願いしている。こちらの記載を付け加えさせて頂き審議上程とする。

齊藤理事長【意見】
全員賛成となりますので可決承認とする。

審－０４	　会員拡大会議の実施（案）承認に関する件　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【意見】
例会３０分前に拡大担当として各委員会の幹事に集まりいただき各幹事から情報を収集します。幹事がいない場合はメンバーを必ず一人出してもらう。ＤＥＥＰ ＣＨＥＣＫとして候補者にどのようなアプローチをかけるべきか意見を願う。

佐藤副理事長【補足】
皆様からもご協力いただく形となるのでよろしく願う。

鈴木副理事長【質問】
なぜ副委員長ではなく幹事にしたのか。

河又委員長【回答】
これまで副委員長が拡大担当というのが多かったが、各委員会の幹事は出欠の情報等が集まると考え幹事の方を選出した。

鈴木副理事長【意見】
配属会議の時にそういうことを意識して選出していない。誰が適切なメンバーかは委員長が把握しているので
「委員会メンバーから一人選出」としたほうがいい形になるのではないか。

河又委員長【意見】
私の方から各委員会の幹事にお電話をさせて頂き拡大の大切さをお話ししお願いしたい。

鈴木副理事長【意見】
委員会の枠を超えている。それぞれの委員会のそれぞれの担いがある中で、やるというのであればそうですかというだけ。であれば、花火大会特別委員会は部会長となるのですか？

河又委員長【回答】
部会長にお願いをしたいと考えている。狩野さん、半田さん、三瓶さん、千歳さんです。

三沢監事【意見】
審議対象資料で「担当窓口」と「同年会毎取り纏めリスト」に資料の相違がある。４９年に関してはなぜ長谷川常任が担当になっているのかを教えていただきたい。

河又委員長【意見】
資料の訂正をお願いします。４９年担当を長谷川常任から白木委員に変更。花火のところで部会長狩野さんになっているが三瓶さんに変更して審議を願う。

三沢監事【意見】
昭和４９年が中村監事と斉藤理事長と整合性がないため修正を願う。

河又委員長【回答】
昭和４９年は中村監事に変更させて頂く。
拡大委員会窓口は白木委員。

[bookmark: _GoBack]髙野本部長【質問】
部会長ではなく花火大会側から指名することはできるか。

河又委員長【回答】
花火大会特別委員会の三瓶さんからご推薦いただいた方へ変更する形でご対応いただく形でいかがか。

鈴木副理事長【意見】
この審議が通る場合は委員長が各幹事に拡大の責任を負わせる形となる。その自覚をもって各委員長は考えて頂きたい。

黒澤委員長【意見】
うちの委員会の幹事もＣＯＣに組み込まれ各種大会の取り纏めもお願いしているため小林委員に変更をお願いしたい。

河又委員長【意見】
貴重なお時間大変申し訳ございません。拡大担当を幹事から各委員長からメンバーを選出頂き資料については、４番・５番を削除させていただき６番・７番を参考資料に変更したうえで審議上程させていただきたい。

齊藤理事長【意見】
全員賛成の為可決承認とする。

黒沼委員長【意見】
終了時間延長討議の提出を願う。１２時までの９０分間の延長を願う。

齊藤理事長【意見】
全員賛成の為可決承認とする。


審－０５	　　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）承認に関する件　　　　　　　広報渉外委員会

黒澤委員長【意見】
議案名を変更している。人数を１２９名に変更させていただき上程とする。発送先についてはＬＯＭの方にも目を通していただきたいため会社ではなくＬＯＭに発送する。

齊藤理事長【意見】
財審コメントはありません。

佐藤副理事長【意見】
レイアウトを拝見し４ページの委員長部会長の紹介について部会長が本年６名委員長が８名と１４名となるのでわかりやすくしてもらえれば。

黒澤委員長【回答】
確認不足となり申し訳ございません。またリンクが飛ばないとのこともうしわけございません。

齊藤理事長【意見】
全員賛成の為可決承認とする。本議案のリンクミスを修正し事務局に提出。

審－０６　　山形ＪＣホームページの運用（案）承認に関する件　　　　　広報渉外委員会

黒澤委員長【意見】
こちらもリンクがずれている。メンバーブログを外している。バナーを大きくしている。レイアウトは業者を通さず私で修正したため見苦しくなっている点も了承ください。事務局と財政審査チームに相談し法令上問題なく恥ずかしくないものとした。ログインＩＤの確認が不明慮担っている点について委員会のログインＩＤを２件ほど付随させ運用予定です。

財審コメント【意見】
コメントありません。

齊藤理事長【意見】
議案名について２０１４だけ削除し提出してください。それでは採択に移る。全員賛成の為、可決承認とする。

審－０７	　　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）承認に関する件　　　　総務委員会

黒沼委員長【意見】
宜しく願う。

鈴木副理事長【質問】
例会の出席率は委員会でやるとのことか。今年を見習った方がいいのではないか。

黒沼委員長【回答】
今年に習って進めさせて頂く。

三沢幹事【意見】
内褒賞審議委員長の選出について中村監事で決定という形でよろしいか。

齊藤理事長【回答】
その方向で進める。

齊藤理事長【意見】
全員賛成の為可決承認とする。

審－０８	　　１月定時総会の開催（案）承認に関する件　　　　　　総務委員会

黒沼委員長【意見】
電子資料配布スケジュールを訂正している。電子配布は承諾があった方のみ配布する。承諾頂けなかった場合は郵送での対応とする。

舟山常任理事【補足】
中村監事からのアドバイスを元にスケジュール変更した。よろしく願う。

鈴木副理事長【意見】
できるだけ早く承認を得ることが第一。

中村監事【意見】
この新たな手法をとることによって１００％の承認を得られれば新たな試みになる。発送の内容については、発送前に事務局・総務・監事で話し合いを行う。

齊藤理事長【意見】
全員賛成の為、可決承認とします。

審－０９	　　２０１４年度　理事会費（案）承認に関する件　　　　　　事務局

岩田事務局長【意見】
特に変更点はなし。

齊藤理事長
全員賛成の為、可決承認とする。

審－１０	　　２０１４年度　例会日程（案）承認に関する件　　　　　　　事務局

岩田事務局長【意見】
特に変更点はなし。

舟山常任理事【意見】
８月の曜日が間違えている点と総務委員会名が誤っているので修正して審議上程を願う。

岩田事務局長【回答】
８月１４日木曜日と１５日金曜日と総務委員会で修正して審議上程を願う。

長瀬常任理事【意見】
５月例会の日程が違う。

岩田事務局長【回答】
５月例会木曜日となる。

與田特別委員長【意見】
当委員会の１０月の例会日程も私が知っている日程と異なっておる。

鈴木副理事長【意見】
会場もわかっているところがあるならば書くべきである。

岩田事務局長【回答】
会場は未定。

遠藤専務理事【補足】
メトロとは金額の部分で話はしている。詳細な各月の日程についてはまだ確定していない。

岩田事務局長【意見】
５月２９日への変更。１０月１８日土曜日に変更。花火大会の１４日木曜日へ修正。

齊藤理事長【意見】
修正を踏まえて採決にする。全員賛成の為、可決承認とする。

審－１１		２０１４年度　出向者（案）承認に関する件　事務局

岩田事務局長【意見】
前回より若干増えているが役職が決まってない方がいる。空欄については打診中となる。

佐藤副理事長【意見】
玉井君の役職は統括幹事となっている。

齊藤理事長【意見】
２０１４年出向者ということで最終的に増員があるなかで審議を頂く形となる。全員賛成の為、可決承認とする。

審－１２	　　２０１４年度　外部出向者（案）承認に関する件　　　　　　事務局

岩田事務局長【意見】
特に変更点はなし。

齊藤理事長【意見】
全員賛成の為、可決承認とする。

審－１３　	その他	
削除

１７．  協議事項　	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤専務理事

協－０１	　　ＡＳＰＡＣ総決起集会の企画・実施（案）に関する件　　　　国際関係委員会

近藤委員長【補足】
関係者が一丸となるために決起集会を行う。会場はメトロとパレスの使用可能日時を添付している。

長瀬常任理事【補足】
１２月１１日の日本ＪＣと打ち合わせし日程を確定する。

安藤副理事長【補足】
３月を予定しているが様々な事業と重なりタイトになるので日本ＪＣと打ち合わせし日程を確定する。会場はＡＳＰＡＣヘッドクォーターのメトロで行う。

鈴木副理事長【質問】
国旗、ＪＣ旗は掲げるのか。

近藤委員長【回答】
掲げる。

鈴木副理事長【意見】
その場合は国歌やＪＣソングを歌わなければならない。また歴代役員など今出せるものを何故先延ばしにするのかわかりない。地区東北宣言文唱和も必要ではないか。対象者が日本ＪＣであればメトロを中心にしつつもグランドホテルを視野に入れてもいいのではないか。

佐藤副理事長【意見】
決起集会を開催する理由は杞憂を高めるとあるが全国大会の決起集会は登録の促進が大きくなってくる。その中で参加対象者がこれでいいのか。登録促進につながるような方への登録をお願いする。

横山副理事長【意見】
次の協議はプレゼン資料確認などをするタイミングになるので早々に他部会に流さなければならない。シナリオも大事になってくる。流れについて司会者に新入会員が適切なのかもう一度考慮頂ければ。

中村監事【質問】
大体いつ頃開催になるのか。もしそれが早い段階となると次回年明けすぐに案内文等ＦＩＸしなければならずバタバタになる。

安藤副理事長【回答】
今回は鈴木日本ＪＣ会頭を招いての想定となるがブロック正式訪問が含まれていない日は２月１０日・１４日・１５日・２２日・２３日・２４日・３月２日、３日、４日となる。

遠藤専務理事【補足】
グランドホテルの日程は未確認だがメトロですと２月１０日しか空いていない。

鈴木副理事長【意見】
次回審議で通るように作る。参考資料もなくこういう委員運営を行うと非常に危険。

舟山常任理事【意見】
１０の事業内容について部会ごとのファンクション説明が約２５分あるが登壇講壇を考えると各部会２分半程度しかない中で映像やパワーポイントを使って何を伝えきれるのか何を伝えなければならないのか各部会に説明するべき。

吉田委員長【意見】
９番の受付が会員交流委員会とあるが受付の時間と２次会のアテンドの時間を考えると閉会等の時間に矛盾が生じるので受付の割り付けとアテンドの割り付けを考えて欲しい。姉妹ＪＣの受け付けも一人連携の方が必要。１０番のプレゼン資料作成の説明を願う。案内状について日付を見直す。

三沢監事【質問】
１４番依頼事項についてどういった協力を指すのか。

長瀬常任理事【回答】
いわゆるＶＩＰを乗せるので車の中でＡＳＰＡＣの話になった際「わからない」ではすまされないので本部長と一緒に行動するように協力する。

黒沼委員長【意見】
９番実施組織についてＬＯＭメンバーのところが総務情報委員会を総務委員会に変更。担当委員会なのか確認ください。

三沢監事
案内はがきの郵便番号が違うので修正願う。

協－０２	　ＪＣＩアワードの申請（案）に関する件　　　　　　未来創造特別委員会

井上本部長【意見】
来年のＡＳＰＡＣ・ＪＣＩ世界会議に向けてアワード申請業務、申請によって受賞される申請を目指して意識向上をめざし上程させていただく。申請内容については山形街づくり事項を重点に申請する。地域に方を巻き込んだものとなります。広くご意見ください。

横山副理事長【補足】
宜しく願う。

鈴木副理事長【意見】
ＪＣＩアワードとして予算が高いものはなかなか通らない。一つとして絞らずとりうるものを先輩に相談しながら何本も出してみてはいかがか。

長瀬常任理事【意見】
山形街づくり塾は参加率が低くＪＣメンバーがほとんど関わっていない事業となっているので難しいのではないか。

井上本部長【意見】
ＪＣＩアワードに関して事例などをみるとより市民がインパクトを与えられたかその辺りを含めて山形街づくり塾も素晴らしいので是非組み入れさせて頂きたい。

長谷川常任理事

協－０３	　　２月例会の実施（案）に関する件　　　　　　　　　　会員拡大委員会

河又委員長【意見】
メンバー資質向上のために例会を開催したい。控室を使用したいなど講師から依頼があるので会場は相談中となる。

安孫子委員長【意見】
３番について入会３年以内のメンバーへ主務員の白木君が直接出欠うながすとあるが

鈴木副理事長【意見】
対象者は市民であって広く市民を募集しているのが実態でありそこから入会を促す。仮会員は市民としたほうがいいのではないか。

三沢監事【意見】
講師を「君」「さん」「様」とバラバラなので統一してください。

横山副理事長【意見】
シナリオを見たが総務委員会がやると備品関係を総務委員会、仮会員のケアをどうするのか。当日のイメージを描いて最初の例会なのでできるだけスムーズにシナリオの精査を願う。

協－０４	　　２０１４年度　理事会日程（案）に関する件　　　　　　　　事務局

岩田事務局長【意見】
日付が最新ではないと指摘いただき後日メールで案内した内容に修正している。

遠藤専務理事【意見】
審議振替の動議を願う。

齊藤理事長【意見】
セコンドの方挙手を願う。再度上程を願う。

岩田事務局長【意見】
再度審議で上程させていただく。よろしく願う。

齊藤理事長【意見】
全員賛成の為、可決承認とする。

協－０５	　　２０１４年度　運営規程変更（案）に関する件　　　　事務局

遠藤専務理事【意見】
６０周年準備委員会の任務に「その他」で含まれていたが正式に含ませていただきました。

遠藤専務理事【意見】
審議振替の動議を願う。

齊藤理事長【意見】
セコンドの方挙手を願う。再度上程を願う。

遠藤専務理事【意見】
６０周年準備委員会の任務に「その他」で含まれておったが正式に含ませていただく。よろしく願う。

齊藤理事長
全員賛成の為、可決承認とする。

協－０６		２０１４年度　予算（案）に関する件　　　　　　　事務局

遠藤専務理事【意見】
(５)の補助金と収入という項目を追記した。２８００万が確定したら追記させていただく。

長瀬常任理事【意見】
補助金の確定はいつになるのか。見込みであれば予算に入れていいのではないか。

遠藤専務理事【意見】
県と市とまだ話ができていないのでそれから予算に入れる考えです。

協－０７		２０１４年度　特別年会費（案）に関する件　　　　　　　　事務局

遠藤専務理事【意見】
前回から変更点はなし。

協－０８　	２０１４年度　特定資産の運用（案）に関する件　　　　　　事務局

遠藤専務理事【意見】
前回から変更点はなし。

鈴木副理事長【意見】
審議対象資料の運用についても記載。

遠藤専務理事【回答】
変更する。

協－０９		その他	
削除

１８．報告・依頼事項				 岩田事務局長候補者

報－０１ 　今後のスケジュールについて

岩田事務局長【補足】
明日から２日間にわたって地区の卒業式があるので再度ご確認願う。動員の方よろしく願う。個別に委員長には電話しているので何卒よろしく願う。

報－０２　 今後のスケジュールについて

近々のスケジュールで１２月２日と３日、１２月の１７日と１８日に国際会議支援委員会が来県された。
７日が役員候補者会議となっている皆様の出席をお願いする事となるのでよろしく願う。

報－０３ 　上程スケジュールについて

次回役員候補者会議は２３日となっておる。それまでのスケジュールとなっている。
■　上程票締切り （５日前）　１月２日（金）１２：００
■　議案締切り（３日前） １月４日 （日）１２：００
■　議案ダウンロード（１日前）１月６日 （火）２４：００

報－０４　その他
削除

１９．次回開催 				遠藤専務理事候補者

[ ２０１４年度 第７回役員候補者会議 ]	
２０１３年０１月０７日火曜日　未定	場所：山形青年会議所会議室

２０．監事講評　　			中村監事

長時間にわたり会議大変お疲れ様でした。本日、残りの委員会の方針がきまりました。運営に係る事項の審議、年明けの部分の協議と非常に内容が多い候補者会議でございました。例年になく忙しい時期であるという事は重々承知しています。明日からの東北地区の件もあります。ですが理事会がしっかりまとまっていかないと来年の動きが不安でございます。日程の件、時間、対象者さらにどういった思いでやるのかまだまだ課題を残している状態で年内を閉じる。本日の候補者会議で出てきました意見をすべて真摯に受け止めていただいて修正するところは修正して審議に臨んで下さい。新旧理事会が始まりましたら休まる暇もなく１月２月とＡＳＰＡＣまで突っ走ります。そういったところをご注意いただいて以上で監事講評とさせていただきます。

２１．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤専務理事
